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ブラジルの金融市場動向 Weekly Report

先週は、対円、対米ドルともに、レアルは下落しました。
2年国債金利は上昇しました。

現地紙は17日（現地時間、以下同様）夜、大手石油会
社の汚職事件をめぐり、テメル大統領が、自身の汚職隠
ぺいのため、クーニャ前下院議長宛の口止め料の支払
いを承認していたと報じました。汚職事件への関与が疑
われるブラジル食肉加工会社の会長が、司法取引に応
じて最高裁判所に会話の録音テープを提出したことで明
らかになったと報道されています。今回の報道を受けて、
18日のブラジル金融市場は大きく下落しました。

テメル大統領が疑惑を否定し辞任も否定したことや、前
日に大幅に下落した反動から、 19日のブラジル金融市
場は上昇しました。

【2】今週の見通し

今回のテメル大統領の疑惑報道により、 5月末にも下
院での採決が行われるとみられる社会保障改革法案に
ついて、下院本会議における審議が進まない懸念や、採
決が延期される可能性が浮上してきました。

下院で行なわれる年金改革法案の採決は、ブラジル政
府の財政再建の意思が揺るがないものかどうかを確認す
る試金石として注目されます。

一部の与野党の議員が大統領の弾劾を議会に請求す
るなどの動きはあるものの、現時点でテメル大統領の政
権運営への影響は不確定な部分が多く、今後の進展を
見守る必要があると考えています。

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。

【ブラジル 金利推移】

【ブラジル・レアル 為替推移】

2017年5月22日

（2017年4月21日～2017年5月19日）

（2017年4月21日～2017年5月19日）

【2017年5月13日～2017年5月19日までの推移】
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